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子どもに，友だちを大切にするよう働きかけをしている。 6.7 5.8

子どもは楽しく学校に通っている。 6.7 5.6

子どもに，きまりや約束事をお守るよう働きかけをしている。 6.6 5.4

子どもが先生や友だちから大切にされていると感じている。 6.6 5.4

家族で過ごす時間を大切にしている。 6.4 5.2

学校からの配布物やホームページ等で，学校の様子が伝わってくる。 6 4.8

子どもに，礼儀や言葉遣いに気をつけるよう働きかけをしている。 6.6 5

子どもに，自ら進んであいさつするよう働きかけをしている。 6.5 4.9

こどもに，家族の一員としての役割（家の手伝いなど）を作るようにしている。 6.1 4.6

子どもに，授業に集中して取り組むように働きかけをしている。 6.5 4.8

子どもが学習内容をどのように理解しているかをテスト結果や家庭学習などを通して把握しようとしている。

6.5 4.8

子どものことについて，保護者が学校に相談しやすい雰囲気がある。 6.3 4.7

子どもが早寝・早起き・朝ごはんなど規則正しい生活ができるよう働きかけをしている。 6.5 4.8

学校行事や授業参観，PTA活動等に積極的に参加するようにしている。 5.3 3.9

子どもに，家庭学習（塾や家庭教師の時間を含む）の習慣が定着するよう働きかけをしている。 6.3 4.5

いじめなどで困った時に相談できる「いじめ対策委員会」が学校にあることを知っている。 6 4.1

子どものケータイ・スマホ・ゲーム等の使い方や時間について，ルールを設定している。 6.1 3.9

子どもに，読書の習慣が定着するよう働きかけをしている。 5.7 3.2

令和3年度　学校評価アンケート（中間評価）結果について
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係やそうじ，委員会の仕事がしっかりできている。 6.5 6.1

学校の決まりや約束事を守っている。 6.5 6

友だちに嫌な思いをさせないようにしている。 6.7 6

学校に行くことが楽しい。 6.4 5.7

家族と過ごす時間を大切にしている。 6.3 5.6

授業に必要な準備をし，前向きに授業に参加している。 6.7 5.7

先生や友だちから大切にされていると感じている。 6.4 5.6

自分から進んであいさつをしている。 6.4 5.5

礼儀や言葉遣いに気をつけている。 6.6 5.5

家の手伝いをするなど，家族の一員としての役割を果たしている。 6.2 5.1

学校からの配布物は保護者に渡している。 6.5 5.1

困ったことは，先生や家族に相談している。 6.2 4.9

授業の内容はよくわかる。 6.7 5.1

早寝・早起き・朝ごはんなど規則正しい生活が出来ている。 6.5 5

ケータイ・スマホ・ゲームな等の使い方や時間について，ルールを決めて使用している。 5.8 4.4

平日の課題の取り組みや，家庭学習（塾や家庭教師の時間を含む）に，平均して１日１時間以上取り組んでいる。

6 4.4

いじめなどで困った時に相談できる「いじめ対策委員会」が学校にあることを知っている。 6.1 4.1

１日平均３０分以上（朝読書を含む）読書をしている。 5.2 3.3

生徒アンケート集計と分析
※達成度が高い（重要度が高く，重要度と実現度の差が小さい）項目の順に上から並べてあります。
昨年度と比較すると，１８項目中１２項目で上がっています。このことは，生徒自身が昨年より家庭や学校での生活に充実感を感じていることを表しています。その中でも特に上がっているのが「授業に必要な準備をし，前向きに授業に参加している」です。昨年度から学校全体で授業改革に取り組んでいることもありますが，生徒たち自身に少しずつ，学習に向かう力がついてきたことを表しています。
上位の５項目は，昨年度に引き続き上位にあります。「係やそうじ，委員会の仕事がしっかりできている」「学校の決まりや約束事を守っている」「友達に嫌な思いをさせないようにしている」の３項目は「重要度」「実現度」ともに高い数値になっており，生徒たちがまわりの友達と協調しながら毎日を送っていることがわかります。そして，これらのことが「学校に行くことが楽しい」という結果につながっていると考えられます。
下位の３項目も，昨年と全く変わっていません。ただ，昨年度と比較すると，家庭学習の時間や読書の時間の実現度は，少しではありますが上がっています。今後も少しずつ伸びるように学校としても取り組んでいきたいと思います
保護者アンケート集計と分析

※達成度が高い（重要度が高く，重要度と実現度の差が小さい）項目の順に上から並べてあります。
　昨年度と比較すると，１８項目中１３項目で上がっています。このことは，保護者の皆様が子供たちに熱心に働きかけて下さっていることを表しています。その中でも特に上がっているのが「子どもに，友だちを大切にするように働きかけている。」です。このことが“生徒たちが友達と協調しながら毎日を送っている”という結果につながっていると思われます。
上位の５項目は，昨年度に引き続き上位にあります。「子どもは学校に楽しく通っている」「子どもが先生や友だちから大切にされていると感じる」の項目が重要度，実現度ともに上位となっていることは，学校として大変うれしく感じております。また，「子どもに，決まりや約束事を守るよう働きかけをしている」の項目は昨年より実現度が上がっています。ここにも保護者の皆さまの働きかけの熱心さが伺えます。
下位の３項目は，昨年と全く変わっていません。ケータイ・スマホの使い方や時間，読書の習慣については，まだまだ課題を残しますが，「子ともが学習内容をどのように理解しているかを把握しようとしている」「子どもに家庭学習の習慣が定着するように働きかけている」などの項目で，実現度が上がっており，子どもの学習へのサポートを意識されている保護者が増えているようです。
生徒　　





○数値の計算方法について


重要度「とても重要である」…７「やや重要である」…５「あまり重要でない」…３　「重要でない」…１


実現度「とても出来ている」…７「やや出来ている」…５「あまり出来ていない」…３「出来ていない」…１
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○数値の計算方法について


重要度「とても重要である」…７「やや重要である」…５「あまり重要でない」…３　「重要でない」…１


実現度「とても出来ている」…７「やや出来ている」…５「あまり出来ていない」…３「出来ていない」…１








